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はじめに

インターネットがグローバルな成長を持続す
るためには、アーキテクチャ全体が進化し、増
加を続けるユーザー、アプリケーション、およ
びサービスをサポートする新しい技術を支える
ことが重要です。 IPv6（ Internet Protocol Version
6）は、このようなインターネットの拡大を可能
とするように設計されています。
シスコシステムズは IPネットワークの定義と

提供に関するリーダー的な存在であり、開発途中
にある重要な技術についての情報をお客様とパー
トナー企業に提供します。このような情報を得る
ことによってお客様およびパートナー企業は、自
社の環境に合わせた最適なソリューションを導
入できます。この資料では、 IPv6に関するシスコ
の立場を説明し、 Cisco IOS ®ソフトウェアを通
じてシスコ製品群が現在および将来的に行うサ
ポートの詳細を示しています。またお客様が自ら
のネットワーク計画について適切な判断を行え
るよう、 IPv6技術に関するビジネス的な促進要
因、移行シナリオ、および規格の現状も説明しま
す

市場における促進要因

。

市場全体に IPv6が受け入れられるかどうかは、
このアーキテクチャがインターネットの成長、新
しいアプリケーション、および魅力的な IPサー
ビスをどのように提供できるかにかかっていま
す。これらの要因は、 IPv6 が定義された背景と、
以下に説明する市場動向を裏付けしています。
このアーキテクチャに統合された IPv6（旧称 

IP Next Generation‐ IPng）の最大の特徴は、拡
張された IPアドレス、オートコンフィギュレー
ション機能、 QoS（ Quality of Service）、モビリ
ティの強化、およびエンドツーエンドのセキュリ
ティにあります。 

IETF IPngワークグループは、将来予想される 
IPアドレスへの需要に対応するため、 IPアドレス
の長さを 4倍（ 128ビット）に拡張しました。この拡
張により IPv6アドレス空間の一部を使用するだ
けで、世界中の人に 1人あたり数千個のアドレス

を割り当てられるようになりました。また同時に、
インターネットルーティングテーブルのサイズ
を小さくするため、階層構造によるアドレスが提
案されました。インターネット全体におけるアド
レス管理を楽にするため、ステートレスのアドレ
スオートコンフィギュレーションが組み込まれ、
多数の IPホストが簡単にネットワークを発見し
て、接続された場所に応じた IPv6アドレスを取得
できるようになりました。 IETFは今後マルチホー
ミング機能を持つアドレス構造を策定すると予
想されています。 CoS（ Class of Service）は、 IETF
DiffServ（ Differentiated Services）モデルに準
拠した「 Traffic Class」フィールドとしてサポー
トされます。ネットワーキングに関するセキュリ
ティについては、その要件を満たすために IPSec
（ IP Security）アーキテクチャが必須となります。
この後に示す今後の発展が予想されるサービ

スに関しては、それらの機能を IPv4に導入するた
めの触媒として IPv6は機能しています。 IPv4と 
IPv6の機能を以下に対比しています。 
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サービスによっては、 IPv4でもすでに提供されている
ものがあります。したがって IPv6の利点とは、拡張された
グローバルなアドレッシング、サーバレスオートコンフィ
ギュレーション機能、およびダイレクトパスモバイル IPに
なります。これらの機能により、インターネットに接続さ
れた多くの IPデバイスやアプリケーションが、一意に指定
されたアドレスを持つことができるようになります。
アドレスに対する需要を増大させるような、今後発展が

予想されるアプリケーションには、インターネット家電、 
PDAなどのインターネット対応ワイヤレス機器、ホームエ
リアネットワーク（ HAN）、インターネット接続自動車、統
合テレフォニーサービス（ IPトランスポートによる音声伝
送）などがあります。特に外部から開始されたコミュニケー
ションがデバイスやアプリケーションに常に到達する「常
時接続」環境、たとえば住宅からのインターネットアクセ
スが DSL、ケーブルモデム、 Ethernet-to-the-Homeなど
のブロードバンドに移行した場合には、 IPアドレスプー
リング /リーシングなどのアドレス節約技術では対応で
きなくなります。また予想されているワイヤレスデータ
サービスの展開も IPv6の主な推進役になると予想され
ており、このことは業界の規格統一委員会、たとえば 3rd
Generation Partnership Project（ www.3gpp.org）、 
Universal Mobile Telecommunication System
（ www.umts-forum.org）、および Mobile Wireless
Internet Forum（ www.mwif.org）などが IPv6を将来の 
IPサービスの基盤と考えていることにも反映されています。
インターネットの機能を既存ユーザーに拡張するこれら

のアプリケーションの他に、世界中の人が現在のインター
ネットアドレスに与える影響も考慮する必要があります

既存の IPv4 によるアドレスソリューション

。

 

IPv4によってアドレスが設定されたデバイスから見た
場合、現在のインターネットの成長は、 Eメールや Webと
いったアプリケーションではグローバルインターネットに
アクセスする際にグローバルアドレスは必要としないとい
う事実に基づいています。そのため、公衆インターネット
の境界部に導入されている NAT（ Network Address
Translation）テクニックによって、一意でない、あるいは
登録されていない IPv4アドレスの再使用が広く実施されて
おり、今日のアプリケーションが必要とする程度の接続は
実現されています。 NATとは、パケットがプライベート
アドレスによるネットワークとインターネットなどの公衆
ネットワークの間を行き来する際にパケットのアドレスを
変換する仕組みです。このようなネットワークに IPv6を統
合するには、 IPv4と IPv6との接続にそれぞれのアドレス
ファミリ間でのアドレス変換が必要となるため、 NAT-PT
（ Network Address Translation and Protocol Translation）
などのテクニックが重要な役割を果たします

統合および共存

。

新しいアーキテクチャまたは技術が市場に受け入れられ
るには、サービスに大きな中断をもたらすことなく既存の
インフラストラクチャと統合可能であることが基本となり
ます。今日の IPv4を IPv6で置き換える作業の規模を考慮
すると、統合と共存に関して十分な定義と計画が必要とな

り、これは数年にわたって IETF NGtrans（ Next Generation
Transition）ワークグループにとっての中心的課題となっ
ています。しかし IPv6に完全に移行すると予想すべき理由
はなく、 IPv4と IPv6が無期限に共存すると予想すべき理
由もありません。 IPv4ネットワークへの IPv6の統合に関
しては、タスクをホスト /クライアント側とネットワーク
側とに分割するというアプローチが取られています。いく
つかのテクニックについては、以下のセクションで説明し
ています。 IPv6が展開されるときには、相当な部分がこれ
らの仕組みを組み合わせて行われると予想されます。詳細
については下記のサイトに記載されています。 

h t t p : / / w w w . i e t f . o r g / i n t e r n e t - d r a f t s /
draft-ietf-ngtrans-introduction-to-ipv6-transition-06.txt

Cisco IOSによる IPv6の実装では、主な統合テクニック
がサポートされ、以下の全般的なガイドラインに準拠して
います。 

•

 

IPv6サービスは必要なときに必要な場所に展開 
•

 
IPv4サービスを中断しない 

• ホスト /アプリケーション間での IPv4/IPv6サービス 
• 漸進的なアップグレードと展開‐「決行日」なし 
• 運用コスト、学習所要時間、およびサポートの必要を最小
限に留め

エッジ部から開始

る

最初の IPv6サービスはネットワークのエッジ部から開
始されると予想されます。これによりサービスプロバイ
ダーあるいは企業は、ネットワーク全体にわたって IPイン
フラストラクチャをアップグレードすることなく、以下の
セクションに記載されたネットワークインテグレーション
テクニックを使用することにより IPv6サービスを展開でき
ます

エンドシステム‐デュアルスタック・アプローチ

。

ホストデバイスの場合、「デュアルスタック」とはホス
トが両方のプロトコルを同時に実行し、アプリケーション
を 1つずつ IPv6トランスポートに移行できるアプローチを
意味します。このメカニズムは主に IPv4と IPv6の両方の
デバイスと通信を行うアプリケーションにとって有用であ
り、 Telnet、 TFTP、 SSHなどのアプリケーションを IPv6
トランスポート上でサポートするため使用できます。
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ネットワーク統合‐オーバレイトンネル 

IPv6展開を促進し、 IPv4ネットワークまたはインター
ネット経由での IPv6ネットワーク間のコミュニケーション
を可能にするため、トンネルテクニックが開発されていま
す。これは IPv6トラフィックを IPv4パケット内にカプセ
ル化し、 IPv4ネットワークを経由して送信するものです。

この統合テクニックは「エッジ部から開始」するアプロー
チにも対応し、エンドツーエンドの IPv6ネットワークが提
供されるまでの間、アップグレードする必要があるのはエッ
ジ部のイングレスおよびイーグレスルータのみです。トン
ネルメカニズムには以下のものがあります。
 

オートマティックおよびマニュアルトンネル

オートマティックおよびマニュアルトンネル（詳細につ
いては RFC 2893参照）では、 IPv6ネットワークから発生
したトラフィックはカプセル化され、 IPv4バックボーン上
を送信されます。トンネル端点のルータは IPv4アドレスと 
IPv6アドレスの両方が設定されます。ここで指定されるト
ンネルには、「設定済み」と「自動」の 2つのタイプがあります。
「設定済み」トンネルは手動により設定されます。これは 

2つの IPv6ルータ間に仮想リンク（トンネル）を構築する方
法です。
オートマティックトンネルは手動による設定を必要とせ

ず、トンネルの端点は RFC2373に指定された IPv4互換の 
IPv6アドレスを使用することで自動的に決定されます。オー
トマティックトンネルに使用される他のメカニズムについ
ては、以降のセクションで説明しています。
これらのテクニックは、 IPv6のプロトタイプ展開のため

セットアップされた「 6Bone」パイロットネットワークの構
築に使用されています

6to4トンネル

。

「 6to4」トンネル（詳細については RFC 3056参照）は、 
IPv4コアネットワーク上に分散した IPv6イントラネットに
おいて、トンネルテクニックを使用した相互接続を簡素化
するために開発されました。イントラネット内の IPv6イー
グレスルータは、リモート v6イントラネットへの IPv6イン
グレスルータに対してトンネルを作成します。トンネルの
各 IPv4端点は IPv6ドメインの IPプレフィックス（ 2002::/
16）により識別されます。コミュニケーションを行う IPv6
サイト間で明示的にトンネルを設定する必要がなくなるこ
とにより、「 6to4」は IPv6展開を起動するためのメカニズ
ムになると予想されます。「 6to4」を使用するすべてのサ
イトと、「 6to4」プレフィックスを使用していない IPv6イ
ンフラストラクチャとの間を接続するには、「 6to4」リレー
を適切に設定する必要があります。
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トンネルブローカー

トンネルブローカー（詳細については RFC 3053を参照）
は、リモートユーザーから来るトンネル要求を自動的に管
理するためのメカニズムです。このアプローチは、 IPv6相
互接続されたスタンドアロンホストを増やすのに役立ちま
す。スタンドアロン IPv6ユーザーは専用 Webサイトに登
録し、 IPv6ネットワークへのトンネルを構築してくれるロ
グインホストにアクセスするためのスクリプトを取得しま
す

ネットワークアドレストランスレーション‐プロトコル

。

トランスレーション

前述のように IPv4および IPv6ノードは長年にわたって
共存することなります。そのため、「デュアルスタック」ア
プローチを実装していない場合でも、 IPv6 のみをサポー
トするホストと IPv4のみをサポートするホストとの間の通
信を可能にする手段が必要です。 NGtransワークグループ
は、 IPv4 NATと同様に、イントラネット内またはイン
ターネットのエッジ部において IPv4と IPv6アドレス（お
よび IPヘッダフォーマット）を変換するための NAT-PT
（ RFC2766）などの変換テクニックを定義しています

IPv6 展開のシナリオ

。

 

IPv6の最終的な成功は、サービスを中断することなく
既存の IPv4インフラストラクチャに統合できるかどうかに
かかっています。この共存をコントロールするため、いく
つかのテクニックが開発され、導入されつつあります。こ
れらは次の 3つのカテゴリに分類されます。 

• エッジ部の IPv6サイトが IPv4バックボーン経由でコミュ
ニケーションを行うためのトンネルテクニック。 

•
 

IPv6 専用のデータリンクテクニックを実行する、ネイティ
ブ IPv6ネットワーク。これは将来的に大半のトラフィッ
クが IPv6ベースとなれば IPv6のみのインフラストラク
チャとなる可能性があります。その場合には、残った  IPv4
トラフィックは IPv6経由のトンネルを使用することにな
ります。 

•
 

IPv4と IPv6が同一ネットワーク上で共存するためのデュ
アルスタックネットワーク

IPv4コアネットワーク経由の IPv6トンネル

。

前のセクションで説明したように、 IPv4コアネットワー
クまたはインターネット経由で IPv6トラフィックを伝送す
るために、マルチトンネルメカニズムが定義されています。
「エッジ部から開始」アプローチに合わせ、 ISPや企業のお
客様は、 Cisco IOSプラットフォームを RFC 2893と 3056
に関するイーグレス /イングレス IPv6ルータとして設定で
きます。

専用データリンク経由の IPv6

数年にわたり、多数のサービスプロバイダーがフレーム
リレーや ATMなどのレイヤ 2技術を展開することにより、
データサービスを目的とした WAN（ワイドエリアネット
ワーク）や MAN（メトロポリタンエリアネットワーク）
を設計してきました。このようなインフラストラクチャに 
Cisco IOS IPv6ルータを接続し、 ATMまたはフレームリ
レー PVC上で IPv6を設定することによって IPv6サービス
を提供できます。
最近の WDM（波長分割多重化）インフラストラクチャ展

開も、 IPv6トラフィックのために波長（ラムダ）を確保して
おくことにより、 IPv6トポロジの作成を促進します。 Cisco
IOS IPv6ルータはこのような設計に組み込むことができ
ます

MPLS（Multi-Protocol Label Switching）への IPv6の統合

。

インターネットの成功には、そのインフラストラクチャ
がアーキテクチャ的な改良に対応できることが大きな要因
となることが立証されています。シスコが開発し、 IETF
によって規格化された転送およびコントロールプレーン
アーキテクチャである MPLS（ Multi-Protocol Label
Switching）は注目すべきこの一例です（ www.cisco.com/
go/mpls参照）。サービスプロバイダーは、トラフィックエ
ンジニアリング、トランスペアレントな CoS、および VPN
（プライベートネットワーク）などに伴う大きな利点があ
Copyright  © 2001 Cisco Systems, Inc. All Rights Reserved.
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るために、長期的には MPLSが新しいサービス提供のため
の基盤となるだとうと予測して MPLSの展開を行っていま
す。
したがって MPLSが広くバックボーンとして採用されれ

ば、 IPv6を MPLSと統合させることが重要となってきます。 
IPv6トランスポートサービスを MPLSトポロジに組み込む
ことで、必要となるインフラストラクチャのアップグレー
ドや再設定がはるかに少なくなるだけでなく、周辺部 IPv6
ネットワーク間の動的な接続もサポートされます。これら 
2つの技術は相互に補完的であるとシスコは確信していま

す。これは MPLSネットワークでは転送が IPヘッダ自体で
はなく、ラベルに基づいて行われるためです。そのためにネ
イティブ IPv6パケットを転送する際のデータプレーンへの
依存がなくなり、エンドツーエンドの IPv6転送を行う場合
にもネットワークコアのハードウェアやソフトウェアを
アップグレードする必要がなくなります。 Cisco IOSには、 
IPv6 Edge Router（ 6PE）を MPLSインフラストラクチャ上
で設定するための機能が導入される予定です。
 

デュアルスタックネットワーク 

IPv6トラフィックの増大に伴い、インフラストラクチャ
が IPv4と IPv6の両方のプロトコルをサポートするようにな
ると予想されます。デュアルスタックネットワークでは、
すべてのルータが両方のプロトコルについて完全に相互接
続できる必要があります。そのためには、 I-IS/ISなどの統
合ルーティングプロトコルか、 Ships-in-the-Nightプロトコ
ルである OSPF（ v2および v3）のいずれかを設定する必要
があり、デュアルコントロールプレーンをネットワーク上
で実行するためにはネットワークの完全なアップグレード
が必要となります。 Cisco IOSルータはこのように設定す
ることも可能です

IPv6のみのネットワーク

。

将来的に IPv6の展開が成功した場合には、 IPv6のみのイ
ンフラストラクチャが出現する可能性があります。このレ
ベルの統合を実現するための期間は、 IPv6に関する市場促
進要因とトラフィック量に依存します。 IPv4トラフィック
の IPv6バックボーンへの統合は、現在行われている IPv6の 
IPv4メカニズムへの統合と同様なルールに基づいて行われ
るはずです。この段階に到達するにはフルスケールのネッ
トワークアップグレードが必要になりますが、その前にネ
イティブ IPv6ネットワークの管理、プラットフォームの最
適化、およびその他の課題を解決する必要があります

シスコの IPv6に対する方針

。

シスコは IETF内での IPv6アーキテクチャの定義と実装
に主導的な役割を果たし、また規格化に関して業界をリー
ドし続けています。 IPv6規格の多くはすでに IETFによって
公表され、また同時にその強化も進行中です。現在の状況
は次の場所から入手できます。 

http://www.ietf.org/html.charters/ipngwg-charter.html.
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シスコの IPv6に対する方針‐ まとめ 

• シスコは IETF IPngおよび NGtransワークグループの共
同チェアを担当しています。 

•
 

Cisco IOS IPv6ソフトウェアは数年にわたり、テス
トを目的としたプロトタイプ 6Bone ネットワーク
（ www.6bone.net）において広く展開されています。 

• シスコの 6Boneルータは主要な 6Boneハブとして稼働状
態にあります。 

• シスコは IPv6フォーラム（ www.ipv6forum.com）の創立
メンバーです。 

•
 

Cisco TACによるサポートは世界的に展開されています。 
•

 
Cisco IOS IPv6については www.cisco.com/ipv6をご覧
ください

Cisco IOSのロードマップ

。

Cisco IOS IPv6：3フェーズによるロードマップ

実際に使用されるネットワークに新しいプロトコルセッ
トを導入することは、お客様とパートナーに相当な投資を
必要とします。シスコのお客様が現在 IPv4によって得てい
る品質レベルを確保するには、いくつかの段階に分けて新
しい IPv6プロトコルを組み込んでいく必要があります。し
たがって IPv6を包括的に統合するため、シスコは 3つの
フェーズによる IPv6ロードマップを作成しました

Cisco IOSロードマップの詳細

。

 

Cisco IOSソフトウェアに導入される IPv6規格のリスト
を以下に示しま

Cisco IOS 12.2(2)T‐フェーズ I

す。

 

Cisco IOSはテクノロジーリリース 12.2(2)T から IPv6
を正式にサポートしています。 

Cisco IOSリリース ターゲット市場

フェーズ I
Release 12.2(2)T
完了

早期導入段階への対応

フェーズ II
2001年後半

商用バックボーンへの展開

フェーズ III
2002年 

IPv6 サービス機能の拡張

追加情報 
IPv6コア 
IPv6アドレスアーキテクチャ： RFC2373
IPv6のネイバーディスカバリ： RFC2461
IPv6ステートレスオートコンフィギュ
レーション： RFC2462
ICMPv6： RFC2463
IPv6のための MTUパスディスカバリ：  
RFC1981

 

IPv6ルーティングプロトコル 
RIPng： RFC 2080
BGP4のためのマルチプロトコル拡張：  
RFC2858および RFC2545
サポートされるデータリンクレイヤ  
Ethernet 10/100/1000Mb/s： RFC2464
VLAN（仮想 LAN）： ISL 経由の IPv6、  
IEEE 802.1Q経由の IPv6

VLANサポートには
該当する Cisco IOSラ
イセンスが必要  

FDDI： RFC2467
ATM PVC RFC 1483によるルー

ティング、  DSLルータ
にも有効 

ATM LANエミュレーションイーサネッ
ト 
Cisco HDLC シ リ ア ル お よ び  

POSIPのサポート
フレームリレー PVC
PPP： RFC2472 シリアル、  ISDN、およ

び POSIPのサポート 
ISDNについてはダイ
アラープールのサポー
トなし 

IPv6サービス 
IPv6オートマティックおよびマニュア
ルトンネル： RFC 2893
6to4トンネル： RFC 3056
スタンダード ACL
（ Access Control List） 
IPv4トランスポート経由の DNSクライ
アント AAAAレコード 
IPv6トランスポート経由の  Telnet
IPv6トランスポート経由の  TFTP
IPv6のための Ping
IPv6のためのトレースルート
Copyright  © 2001 Cisco Systems, Inc. All Rights Reserved.
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シスコのハードウェアプラットフォームの詳細

お客様に最も広い範囲のプラットフォーム選択肢を提供
し、またその投資を保護するというシスコの哲学に基づき、 
Cisco IOS 12.2(2)Tでは戦略的 IOSベース製品の大半につ
いて IPv6のサポートを導入しました。この段階でサポート
されるプラットフォームは次のとおりです。 

•

 

Cisco 800シリーズルータ 
•

 
Cisco 1400シリーズルータ 

•
 

Cisco 1600シリーズルータ 
•

 
Cisco 1700シリーズルータ 

•
 

Cisco 2600シリーズルータ 
•

 
Cisco 3600シリーズルータ 

•
 

Cisco 4500および 4700シリーズルータ 
•

 
Cisco 7100, 7200および 7500シリーズルータ 

Cisco 7600および 12000シリーズルータのサポートは、
今年中に Cisco IOSソフトウェアの新しいリリースが発表
されるのに伴って提供されていきます 

Cisco IOS 12.2(2)T（少なくとも IP Plusパッケージ）を
実行できないその他のプラットフォーム（ Cisco 1000シリー
ズ、 Cisco 4000など）では IPv6はサポートされません

レイヤ 2LAN スイッチ

。

 

IPv6トラフィック転送は、レイヤ 2LANスイッチには影
響しません。これらのデバイスは IPv6フレームを転送する
際にレイヤ 3ヘッダを見ないからです。したがって次のシ
スコ製品には存在を意識させずに IPv6ホストを追加するこ
とができます。 

•

 

Catalyst

 

®

 

 2900XLシリーズ 
•

 
Catalyst

 
®

 
 3500XLシリーズ 

•
 

Catalyst
 

®
 

 4000シリーズ 
•

 
Catalyst

 
®

 
 5000シリーズ 

•
 

Catalyst
 

®
 

 6000シリーズ

Cisco IOS IPv6のイメージとライセンス 

Cisco IOS 12.2(2)Tが IPv6をサポートするには、次の
ライセンスとイメージが必要です。 

•

 

IP Plus（ isイメージのみ） 
•

 
Service Provider（ pイメージのみ） 

•
 

Enterprise（ jsイメージのみ）

メモリサイズ 

IPv6プロトコルは Cisco IOS 12.2(2)Tリリースの一部
となっているため、 IPv6が設定されているそれぞれのルー
タは、その IOSリリースおよびプラットフォームについて 
CCO Software Center（ www.cisco.com）に定義された
最低メモリサイズに従う必要があります

Cisco IOS IPv6についてサポートされていないデータリンク

。

現段階ではシスコは次のデータリンクレイヤについて 
IPv6のサポートを導入する予定はありません。 

•

 

ATM LANエミュレーショントークンリング、 ATM
SVC： RFC2491および RFC2492 

•
 

ATM MPOA： MPOA規格 1.1には IPv6の定義なし 
• フレームリレー SVC 
•

 
SMDS

 

• トークンリング： RFC2470 
•

 
X.25

Cisco IOS IPv6フェーズ IIの機能概要 

Cisco IOS IPv6フェーズ IIは 2001年後半に、 Cisco IOS
12.2Tメンテナンスリリースと共に予定されています。

重要：このセクションに含まれる情報は IPv6に関する
シスコの計画と詳細のプレビューであり、お客様のニー
ズや市場および技術的な発展を反映して変更される場合
があります。

追加情報 
IPv6スイッチング 
Cisco Express Forwarding for IPv6
（ CEFv6） 
Distributed CEFv6 (dCEFv6) Cisco 7500および  

12000シリーズのみ  
MPLS経由の IPv6 Edge Router
(6PE) 

Cisco 3600、  7200、およ
び  7500のみ 

IPv6のルーティングプロトコル 
Integrated IS-IS for IPv6 IOS 12.2(7)Tで計画 
MP-BGP4 リンク -ローカルアドレ
スピアリング 

IOS 12.2(4)Tで計画 

IPv6サービス
ダイアラープール 
NAT-PT： RFC 2766
エクステンデット 
ACL（ Access Control List）  
IPv6経由の DNSクライアント AAA
IPv6トランスポート経由の  SSH
IPv6 MIB IPv4トランスポート経

由の SNMPのみ 
CDP（ Cisco Discovery Protocol）の
ための IPv6アドレスファミリのサ
ポート
Copyright  © 2001 Cisco Systems, Inc. All Rights Reserved.
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Cisco IOS IPv6フェーズ IIIの機能概要

市場のニーズが成熟し、採用が拡大するのに伴い、シス
コはさらに IPv6規格に準拠した機能を追加する予定です。 
2002年に予定されている Cisco IOS IPv6フェーズ IIIに関
連する、評価中の追加 IPv6サービスを以下の表に示します。

重要：このセクションに含まれる情報は IPv6に関する
シスコの計画と詳細のプレビューであり、お客様のニー
ズや市場および技術的な発展を反映して変更される場合
があります

結論：Cisco IOSソフトウェア‐ IPv4/IPv6の合流

。

シスコは IPv6サービスを提供する上で主導的な役割を
果たしており、 Cisco IOSソフトウェアの一部として包括
的な IPv6サービスを提供しています。この IPv6の方向性
に関する文書では、個々のニーズに基づき IPv6の展開を検
討中のお客様が Cisco IOSプラットフォームを導入して 
IPv6を採用するために十分な情報を提供することを意図し
ています。
シスコ IPv6ソリューションのテストまたは展開につい

ては、担当の営業窓口までお問い合わせください。

追加情報 
IPv6ルーティングプロ
トコル 
OSPFv3： RFC 2740 2002年第 1四半期に EFTを予定 
EIGRP for IPv6
サポートされるデータ

リンクレイヤ 
DPT（ Dynamic Packet
Trunking）プロトコル 

Cisco 7200、 7500、および 12000シ
リーズ

追加の xDSLカプセル化 RBE（ Remote Bridge Encapsulation）
および PPP over Foo

ケーブルルータのサポー
ト拡張 
IPv6マルチキャスト 
M L D v 2（ M u l t i c a s t
Listener Discovery）

ドラフト RFC

PIMv2-SM ドラフト RFC 
IPv6 IPSec

 
IPv4 IPSecを設定することにより、 
IPv4経由の IPv6トンネルは Cisco
IOS上ですでにセキュリティを確保
可能

トランスポートモード モバイル IPv6、 OSPFv3認証、ルータ
再ナンバリングに必要 

IPv6 QoS 複数のリリースにより提供

ポリシーイング CAR
マーキング DiffServ DSCP
キューイング CB-WFQ+LLQ
WRED
シェーピング 汎用トラフィックシェーピング 
RSVP アプリケーションのニーズに依存。

ルータアラートオプションが必要
モバイル

。
 IPv6

モバイル IPホームエー
ジェント 
IPv6サービス 

Anycastアドレス
ルータアドバタイズメン
ト拡張

ドラフト  RFC

IPv6 NetFlowレコード 新しい Netflowレコード  
IPv6ヘッダ圧縮
ルータ再ナンバリング IPsecおよび  IPv6マルチキャストに

依存 
IPv6ファイアウォール  
IPv6トランスポート経
由の SNMP

現在  IPv6上で実行されるネットワー
ク管理ステーションは存在しないた
め、多数の依存性が存在する可能性
あり 

IPv6ルータアラートオ
プション： RFC 2711
IPv6 GREトンネル経由
の IPv4： RFC 2473
DHCPv6リレー DHCPv6規格の発表が必要

追加情報
Copyright  © 2001 Cisco Systems, Inc. All Rights Reserved.
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Cisco IOS ® IPv6
 付録

付録 A：IPv6の相互運用性

数年にわたり Cisco IOS IPv6プロトタイプソフトウェ
アは、 6Bone上で展開されてきました。新しい技術を展開
するにあたっては、相互運用性のテストが最も重要な検討
事項の 1つとなります。シスコはさまざまな IPv6相互運用
性テストに参加し、複数のパイロットネットワークで IOS
IPv6ソフトウェアが稼働しています。 Cisco IOS IPv6は
次のシステムとの相互運用性についてはテスト済みです。 

•

 

*BSD

 

•

 

Compaq（旧 Digital） Tru64 Unixおよび OpenVMS 
•

 
HP-Unix

 

•

 

IBM AIX

 

•

 

Linux

 

•

 

Microsoft Windows NT

 

•

 

SUN Solaris

付録 B：IPv6関連文書 

IPv6については、各製品の IPv6に関連するソフトウェ
アリリースに記載されています。たとえば、 Cisco IOSリ
リース 12.2(1)Tのマニュアルとリリースノートなどです

付録 C：参考資料

。

 

•

 

Cisco IPv6 Webページ 

 http://www.cisco.com/ipv6

 

•

 

IPv6規格 

h t t p : / / w w w . i e t f . o r g / h t m l . c h a r t e r s /
ipngwg-charter.html

 

•

 

IPv6フォーラム 

 http://www.ipv6forum.com

 

•

 

6REN

 http://www.6ren.net/

 

•

 

6Bone

 http://www.6bone.net/

 

•

 

6TAP

 http://www.6tap.net/

 

•

 

IPv6に関する情報 

 http://www.ipv6.org/

付録 D：IPv6アドレスブロックへの登録方法 

•

 

6Bone「 How to Join the 6Bone」セクション  

 http://www.6bone.net

 

•

 

IPv6 ARIN登録サービス 

 http://www.arin.net/regserv/ipv6/ipv6-regserv.html

 

•

 

IPv6 RIPE登録サービス 

h t tp: / /www.ripe.net / r ipencc/mem-services/
registration/ipv6/ipv6.html

 

•

 

IPv6 APNIC登録 FAQ

 http://www.apnic.net/drafts/ipv6/IPv6-FAQ.html 
Cisco Systems,Inc.All rights reserved.
C isco Systems、およびCiscoロゴは米国およびその他の国におけるCisco Systems,Inc.の商標または登録商標です。

、記載されている会社名、製品名は各社の商標、登録商標または登録サービスマークです。
料に記載された仕様は予告なく変更する場合があります。 

お問い合せ先
シスコシステムズ株式会社 

URL:http://www.cisco.com/jp/
問合せ URL:http://www.cisco.com/jp/service/contactcenter/
〒  107-0052 東京都港区赤坂 2-14-27 国際新赤坂ビル東館 

TEL:03-6670-2992

電話でのお問合せは、以下の時間帯で受付けております。
平日 10:00 ～ 12: 00および 13:00 ～ 17:00
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